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校
友
の
皆
様
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
中

に
あ
っ
て
、
皆
様
と
直
接
お
会

い
す
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
ず
、
本
当
に
心
苦
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
昨
年
開
催
を
見
合

わ
せ
ま
し
た
総
会
は
、
今
年
は

ズ
ー
ム
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
総

会
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ

の
際
お
願
い
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
今
年
度

最
大
の
事
業
と
し
て
計
画
い
た
し

ま
し
た
「
現
役
の
学
生
に
対
す
る

支
援
」
で
す
。

明
治
大
学
で
は
現
在
、
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
で
の
授
業
は
も
と
よ

り
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
も
一
部
制

約
が
あ
り
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
に

つ
い
て
は
、
特
に
飲
食
業
界
な
ど

の
求
人
自
体
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
く

て
も
で
き
ず
に
困
惑
し
て
い
る
学

生
も
多
い
よ
う
で
す
。

思
う
よ
う
に
活
動
で
き
な
い
学

生
を
、
少
し
で
も
手
助
け
で
き
な

い
も
の
か
と
思
う
の
は
当
然
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
県
支
部
に
お
い
て
、

今
年
度
の
予
算
の
中
か
ら

１
０
０
万
円
を
学
生
支
援
の
た

め
に
充
て
て
は
い
か
が
か
と
い

う
提
案
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
過
日
開
催
の
役
員
会
、
並
び

に
こ
の
度
の
総

会
で
ご
同
意
い

た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
す
。

明
治
大
学
は

本
年
1
月
17
日
に
、
創
立

１
４
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

大
学
の
さ
ら
な
る
発
展
、
そ
し

て
何
よ
り
も
、
そ
こ
に
学
ぶ
学

生
た
ち
の
成
長
を
願
う
も
の
で

す
。
私
た
ち
も
微
力
な
が
ら
応

援
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

感
染
症
の
出
現
は
、
自
然
破
壊

に
よ
る
野
生
動
物
と
の
接
触
が
原

因
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
永
久
凍
土
の
融
解
が
急
速

に
進
み
、
過
去
の
病
原
体
を
呼
び

起
こ
す
の
で
は
な
い
か
と
の
危
惧

も
あ
り
ま
す
。次
世
代
の
た
め
に
、

し
っ
か
り
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
一
年

で
し
た
。

す
で
に
ご
案
内
の
通
り
、
今
年

の
支
部
総
会
は
７
月
３
日
に
、
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
同
時
に
、
三
和
裕
美

子
先
生
を
お
招
き
し
て
の
講
演
会

も
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

さ
ら
に
恒
例
の
全
国
校
友
大

会
、
東
京
六
大
学
神
宮
会
も
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、「
秋

田
県
支
部
会
報
」
の
制
作
や
明
治

大
学
現
役
学
生
に
対
す
る
秋
田
県

内
へ
の
就
職
支
援
、
奨
学
支
援
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
実
施
し
て
参

り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
次
第
で

は
、
新
年
会
等
で
以
前
の
日
常
を

取
り
戻
し
笑
顔
で
お
会
い
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
は
い
え
、
学
生
を
取
り
巻
く

環
境
は
想
像
以
上
に
厳
し
く
、
家

計
支
持
者
の
失
業
、
ア
ル
バ
イ
ト

の
機
会
喪
失
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と

全
く
異
な
っ
た
情
況
を
呈
し
て
い

ま
す
。
次
世
代
を
担
う
学
生
の
就

学
環
境
は
さ
ら
に
悪
化
し
暗
い
影

を
落
と
し
て
ま
す
。

秋
田
県
支
部
と
し
て
も
、
こ
の

よ
う
な
時
こ
そ
校
友
会
と
し
て
現

役
学
生
の
就
学
支
援
に
立
ち
上
が

ら
な
け
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
、
大

学
に
100
万
円
の
緊
急
経
済
支
援
を

寄
付
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
総
会

で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

嘗
て
県
内
校
友
の
皆
さ
ん
か
ら

拠
出
し
て
い
た
だ
い
た
資
金
を
活

用
し
て
の
実
行
で
す
。
こ
の
場
を

借
り
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。な

お
、
今
年
は
代
議
員
の
改
選

期
に
当
た
り
、
佐
々
木
章（
Ｓ
55
）

さ
ん
、米
屋
美
生
夫（
Ｓ
56
）さ
ん
、

蓮
沼
千
佳
子（
Ｓ
57
）さ
ん
、
佐
々

木
貴
徳（
Ｈ
10
）さ
ん
を
推
薦
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
支
部
総
会
が
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

柳
谷
理
事
長
並
び
に
北
野
校
友
会

会
長
か
ら
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

届
い
て
い
ま
す
。
大
学
の
今
を
、

秋
田
県
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
覧
下
さ
い
。

（
秋
田
県
支
部
幹
事
長
・
大
坂

良
宏
＝
昭
和
52
年
・
経
営
卒
）
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収支計算書（自�2020年4月1日　至�2021年3月31日） （単位：円） 収支予算書（自�2021年4月1日　至�2022年3月31日） （単位：円）

収入の部 予算額 支出の部 予算額
Ⅰ 本部より助成金収入 Ⅰ 事業費
1 支部総会通知助成 135,000 1 学生表彰費 0
2 支部総会会場費 0 2 学生団体助成金 30,000
3 支部運営助成金 215,000 3 地域支部交流費 200,000
4 支部公開講演会会場費 0 4 支部公開講演会費 0
5 講演会チラシ等作成費 0 5 学生教育支援奨学金 1,000,000

Ⅱ 支部会費収入 500,000 6 その他事業費 250,000
Ⅲ 総会費収入 0 Ⅱ 広報費
Ⅳ 事業収入 0 1 支部会報発行費 360,000
Ⅴ 寄付金収入 0 2 広報関係費 20,000
Ⅵ 果実収入 1,000 Ⅲ 組織費
Ⅶ 雑収入 0 1 地域支部助成金 0

Ⅳ 運営費
1 会議費
(1) 支部総会通知費 135,000
(2) 役員会費 10,000
(3) 監査委員会費 10,000
(4) 委員会費 10,000
(5) 業務費 10,000
2 事務費 40,000
3 慶弔費 30,000

Ⅴ 積立金 0
Ⅵ 予備費 0

収入合計 851,000 支出合計 2,105,000
当年度収支差額 -1,254,000

前年度繰越収支差額 1,949,138 次年度繰越額 695,138
合　計 2,800,138 合　計 2,800,138

収入の部 予算額 決算額 差額
Ⅰ 本部より助成金収入
1 支部総会開催通知費 170,000 137,627 32,373
2 支部総会会場費 0
3 支部運営助成金 200,000 218,000 -18,000
4 支部公開講演会会場費 0 0 0
5 講演会チラシ等作成費 0 0 0

Ⅱ 支部会費収入 540,000 504,000 36,000
Ⅲ 総会費収入 0
Ⅳ 事業収入 0 0 0
Ⅴ 寄付金収入 0 0 0
Ⅵ 特別寄付金収入 0 0 0
Ⅶ 果実収入 1,000 517 483
Ⅷ 広報費 0 0 0
Ⅸ 雑収入 10,000 10,000
Ⅹ 基金取崩収入 0 0 0
収入合計 921,000 860,144 60,856
前年度繰越収支差額 1,926,079 1,926,079 0

合　計 2,847,079 2,786,223 60.856
支出の部 予算額 決算額 差額

Ⅰ 事業費
1 学生表彰費 0 0 0
2 学生団体助成金 30,000 0 30,000
3 地域支部交流費 200,000 200,000
4 支部公開講演会費 0
5 義援金（災害学生支援） 200,000 200,000 0
6 その他事業費 120,000 25,665 94,335

Ⅱ 広報費
1 支部会報発行費 360,000 341,362 18,638
2 広報関係費 20,000 10,151 9,849

Ⅲ 組織費
1 地域支部助成金 0 0 0

Ⅳ 運営費
1 会議費
(1) 支部総会費 170,000 195,770 -25,770
(2) 役員会費 100,000 100,000
(3) 監査委員会費 10,000 0 10,000
(4) 委員会費 10,000 0 10,000
(5) 業務費 70,000 3,877 66,123
2 事務費 70,000 47,526 22,474
3 慶弔費 30,000 12,222 17,778

Ⅴ 積立金 0 512 -512
Ⅵ 予備費 0 0 0
支出合計 1,390,000 837,085 552,915
当年度収支差額 -469,000 23,059 -492,059
次年度繰越額 1,457,079 1,949,138 -492,059

合　計 2,847,079 2,786,223 60,856

明
治
大
学
校
友
会
秋
田
県
支
部

の
鶴
田
有
司
支
部
長
が
、
秋
田
県

ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
会
長
に
就
任
し

た
。鶴

田
支
部
長
は
今
年
3
月
、
小

笠
原
直
樹
会
長
（
秋
田
魁
新
報
社

相
談
役
）
の
任
期
途
中
で
の
死
去

に
伴
い
、
新
会
長
に
選
出
さ
れ
、

6
月
の
役
員
改
選
で
会
長
に
再
任

さ
れ
た
。
任
期
は
2
年
。

鶴
田
氏
は
横
手
市
選
出
の
県
議

で
、
元
県
議
会
議
長
。
会
長
に
再

任
さ
れ
た
6
月
の
臨
時
理
事
会
で

「
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
い
る
。

若
年
層
を
中
心
に
、
競
技
力
の
向

上
に
よ
り
一
層
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
県
ス

ポ
ー
ツ
協
会
は
今
年
4
月
、
県
体

育
協
会
か
ら
名
称
を
変
更
し
た
。

第
57
回
全
国
校
友
福
島
大
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
拡
大
し
て
い
る
た
め
中
止
と

な
っ
た
。
全
国
大
会
が
中
止
と
な

る
の
は
、
昨
年
の
香
川
大
会
に
続

い
て
2
年
連
続
。

　
前
秋
田
県
支
部
長
の
加
賀
勝

己
氏
（
昭
和
40
年
・
法
卒
）
が

昨
年
12
月
4
日
、
病
気
療
養
中

の
と
こ
ろ
お
亡
く
な
り
に
な
り

ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
葬
儀
に
も
出
ら

れ
ず
、
見
送
れ
な
か
っ
た
こ
と

を
大
変
残
念
に
思
い
ま
す
。
享

年
79
歳
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
加
賀
勝
己
氏
は
、
そ
の
深
い

学
識
、
温
厚
篤
実
な
人
柄
、
懇

切
な
指
導
育
成
を
も
っ
て
秋
田

県
支
部
の
運
営
に
携
わ
り
、

２
０
１
４
年
か
ら
2
期
4
年
に

わ
た
り
秋
田
県
支
部
長
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
講
演
会
の
開
催
、

時
代
に
合
わ
せ
た
情
報
発
信
と

し
て
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開

設
、
紙
に
こ
だ
わ
り
途
絶
え
て

い
た
会
報
発
行
の
再
開
、
父
母

会
と
の
連
携
強
化
、県
北
地
域
・

県
南
地
域
を
含
む
全
県
を
カ

バ
ー
し
た
支
部
運
営
等
々
、
新

た
な
校
友
会
づ
く
り
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
校
友
会
の
魅
力
は
、
初
対
面

の
人
も
、「
独
立
自
治
」
の
も

と
同
じ
空
間
を
生
き
た
と
い
う

安
心
感
か
ら
、
前
置
き
無
し
に

す
ぐ
打
ち
解
け
合
い
、
分
野
・

領
域
を
超
え
交
流
で
き
る
こ
と

で
す
。

　
加
賀
氏
が
目
指
し
た
世
界

は
、
も
ち
ろ
ん
長
幼
の
序
は
重

ん
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
よ
り
フ
ラ
ッ
ト
な
「
お
と

な
社
会
」
の
し
な
や
か
な
組
織

化
で
し
た
。

　
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
私
た
ち

は
、こ
の
組
織
を
さ
ら
に
存
続
・

進
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

責
務
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
お
誓
い
し
、
ご

遺
徳
と
ご
功
績
を
偲
び
、
御
霊

に
対
し
追
悼
の
記
と
し
ま
す
。

（
大
坂
良
宏
・
秋
田
県
支
部
幹

事
長
）

鶴
田
支
部
長
が

�

県
ス
ポ
協
会
長
に

全
国
校
友
大
会

�

2
年
連
続
で
中
止

2018 年度総会であいさつする
加賀前支部長

新
た
な
校
友
会
へ
尽
力

新
た
な
校
友
会
へ
尽
力

��

前
支
部
長
・
加
賀
勝
己
氏
を
悼
む

前
支
部
長
・
加
賀
勝
己
氏
を
悼
む
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明大　 クイズ選手権
 我ら明治大学校友会秋田県支部の総会後の懇親会とい

えば、例年なら「明大クイズ選手権」で大いに盛り上がる。

しかしコロナ禍で昨年は中止、今年もオンラインで総会

が行われたものの、懇親会は２年連続で中止を余儀なく

された。そこで、せめて会報でクイズを出し、母校に思

いを馳せてもらおうと企画した。題して「明大・紙上ク

イズ選手権」。いつも独自のクイズをつくり、懇親会では

自ら司会を務めている三浦正博さん（昭和62年・商卒）に、

珠玉のクイズ10問をお願いした。あなたは何問当てるこ

とができるかー。

Q１ 明治大学は明治法律学校
と し て1881（ 明 治14）年

に創立されました。この
方は、創立者のお一人で
すが、実は東北地方の出
身である。〇か×か。

Q２ 明治大学の建学の
精神は？ 

「権利自由 質実剛健」であ
る。〇か×か。

Q３ わが国初の女性弁護士は、明治大学
が輩出しました。〇か×か。

Q５ ラグビー部は2018年度のシーズン
において、天理大学を破り、13回目

の大学日本一に輝きましたが……。
さて何年ぶり
の大学日本一
だったでしょ
うか。

Q７ 今年は東京オリンピックですが、過
去のオリンピックにおいて、秋田県

出身かつ明大出身で、かつ金メダリスト。こ
んなに高いハードルを超えたのは、流石にど
なたもいません。〇か×か。

Q９ 明治大学出身の内閣総理
大臣は、ご存知三木武夫

氏（66代）と、村山富市氏（81代）の
お二人です。では在任日数の長さ
はどちらが上でしょうか。

Q６ やはり明大生のもう一つの代名詞とも言える「猪突
猛進！」。野球部のユニホームの左袖にも刺しゅう

されていますイノシシのマークは、もともとは故島岡監督の
干

え と

支からきている。〇か×か。

Q８ 2020年のNHK朝ドラで、福島県出身の偉大な昭和
の作曲家、古関裕而氏をモデルに描いた「エール」

が大ヒットしました。
古関裕而さんは早稲田大学の応援歌「紺碧の空」やプロ野球
阪神タイガースの応援歌「六甲おろし」をはじめ、甲子園大
会の「栄冠は君に輝く」など、数々の名曲を遺しましたが、
流石に明治大学への楽曲提供はなかった。〇か×か。

Q10 明大生なら誰でも一度は渡ったことのあ
る「 聖 橋 」。 そ

の名の由来は、橋幅が狭
く行き交う人同士のひじ
がぶつかりあったから。
〇か×か。

Q４ 懐かしい学食「師弟食堂」。名
前の由来は「師弟一緒に食事を

とれば相互の結びつきが強くなる」と、
当時の総長が命名したとか。誕生したの
は戦後の食糧難時代。〇か×か。

答え　〇
この方は創立者の
一人、宮城浩蔵先
生（1852〜1893）。
山形の天童藩のご
出身です。専門は
フランス法です。

答え　×
正しくは

「権利自由 独立自治」
 です。

答え　〇
中田正子氏、久米愛氏、三淵嘉子氏の3名が1938（昭
和13）年、同時に司法試験に合格しています。皆さま
明大OGです。

答え
な、なんと 22 年ぶりでした。
その前の日本一は1996年、北島監督が
お亡くなりになった年のシーズンでした。
決勝の相手は早稲田大学でした。

答え　×
お一人いらっしゃいました。1972年
ミュンヘンオリンピック、レスリング
男子57キロ級、金メダルの柳田英明
さん。秋田商業−明治大学出身。

答え　三木総理
三木総理747日、村山総理561日でした。お疲れ様です。

答え　〇
島岡監督がお亡くなりになった後はイノシシマークは
廃止されたそうですが、2019年の亥年に復活しました。

答え　×
明治大学第三応援歌「紫紺の旗の下に」を作曲されています。さすが！！

答え　×
正解は、北側の湯島聖堂と南側のニコライ堂の両聖堂にち
なんで聖橋（ひじりばし）と名づけられたそうです。
ちなみに、関東大震災の復興橋梁とのことです。（昭和2 年）

答え　×
開業したのは1941（昭和16）年12月4日、太平洋戦争開戦の4日前でし
た。因みに現在は、「株式会社師弟食堂赤倉ホテル」がリバティータワー
17階で「スカイラウンジ暁」を経営しています。

紙
上
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「
い
く
ら
何
で
も
、
も
う
１
年

た
て
ば
普
通
の
暮
ら
し
に
戻
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」。
昨
年
の

今
頃
は
漠
然
と
、
こ
う
思
っ
て
い

た
の
だ
が
、
考
え
は
甘
か
っ
た
。

未
知
の
ウ
イ
ル
ス
は
思
い
の
ほ
か

手
強
い
▼
か
く
し
て
未
だ
に
マ
ス

ク
生
活
、
そ
し
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が
続
く
。
大
学
で

は
リ
モ
ー
ト
授
業
が
当
た
り
前
に

な
っ
た
。
そ
う
、
最
初
は
異
様
に

見
え
た
も
の
が
、
い
つ
し
か
当
た

り
前
と
な
っ
て
生
活
に
溶
け
込
ん

で
い
る
の
だ
▼
こ
う
し
た
現
象

を
、
生
物
学
で
は
「
馴じ

ゅ
ん
か化
」
と
い

う
そ
う
だ
。
私
た
ち
も
新
し
い
環

境
に
馴
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
地
点

ま
で
来
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
ー
。
作
家
の
五
木
寛
之
は
、
主

要
地
方
紙
で
連
載
中
の
「
新
・
地

図
の
な
い
旅
」
で
こ
の
よ
う
に
指

摘
し
て
い
る
▼
「
そ
う
か
も
し
れ

な
い
」
と
思
い
つ
つ
、
ど
う
も
腑

に
落
ち
な
い
。
と
い
う
よ
り
「
こ

ん
な
生
活
が
い
つ
ま
で
も
続
い
て

た
ま
る
も
の
か
」
と
の
感
情
が
湧

き
上
が
っ
て
く
る
。
我
々
の
後
輩

の
学
生
ら
が
苦
し
ん
で
い
る
様
子

を
聞
く
に
つ
け
、
そ
の
思
い
が
一

層
募
る
。�（
編
集
担
当
・
大
地
進
）

と
に
も
か
く
に
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
が
云
々
と

の
こ
と
で
、
授
業
や
就
活
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
と
い
う
劇
的
な
変

化
の
奔
流
に
呑
み
込
ま
れ
た
学

生
生
活
の
折
り
返
し
で
あ
り
ま

し
た
。

顔
の
見
え
な
い
付

き
合
い
と
い
う
も
の

は
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ

テ
ィ
ブ
世
代
（
や
や

陳
腐
化
し
た
言
い
方

で
す
が
）で
あ
る
我
々

の
世
代
で
あ
っ
て
も

慣
れ
な
い
こ
と
が
多

く
、
授
業
の
履
修
は

講
師
も
受
講
生
も
何
が
分
か
ら

な
い
か
が
分
か
ら
な
い
よ
う
な

状
態
で
始
ま
り
ま
し
た
。
リ
ア

ル
タ
イ
ム
授
業
で
用
い
る
ツ
ー

ル
も
、
講
師
に
よ
っ
て
バ
ラ
バ

ラ
で
す
。
学
生
は
そ
れ
ら
全
て

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
使
い
方
を

覚
え
、
下
宿
し
て
い
る
学
生
は
貧

弱
な
回
線
・
ネ
ッ
ト
環
境
に
四
苦

八
苦
す
る
と
い
う
、
お
互
い
に
不

便
な
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

そ
し
て
３
年
次
か
ら
の
ゼ
ミ
同

期
や
後
輩
の
面
々
と
も
顔
を
合
わ

せ
た
の
は
、
今
年
の
４
月
に
入
っ

て
か
ら
な
の
で
す
。
本
来
、
学
生

の
う
ち
に
得
ら
れ
た
知
己
交
友
を

失
っ
た
よ
う
な
人
間
関
係
の
希
薄

化
が
、
私
に
と
っ
て
時
下
、
最
も

呻
吟
し
た
事
項
で
し
た
。

就
職
活
動
に
お
い
て
も
同
じ
よ

う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
の
時
流
に
巻
き

込
ま
れ
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
も
説
明
会
も
採
用
面
接

も
、
画
面
の
向
こ
う
側
と
だ
け
や

り
取
り
し
て
内
定
を
得
た
と
い
う

学
生
も
全
く
珍
し
く
な
い
本
年
で

は
、
や
や
学
生
に
有
利
と
い
っ
た

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
化
に
対
応
で
き
る
か
否
か
と

い
っ
た
企
業
の
体
質
が
よ
く
分
か

り
、
そ
の
意
味
で
は
例
年
よ
り
実

の
あ
る
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。採

用
を
担
当
さ
れ
て
い
る
方
か

ら
「
実
は
私
、
あ
な
た
の
先
輩
で

す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
」
と

声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
多

く
、
温
か
く
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
本
校
の
伝
統
と
諸
先
輩
方
の

力
行
は
、
確
か
に
後
輩
を
扶た

す

く
も

の
で
し
た
。

さ
て
、
私
は
体
育
会
部
活
の
主

務
を
務
め
て
お
り
、
各
手
続
き

な
ど
で
大
学
職
員
の
方
に
お
世

話
に
な
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま

す
。
感
染
症
対
策
に
日
夜
ご
尽

力
い
た
だ
く
中
に
あ
り
な
が

ら
、
学
生
の
私
達
へ
親
身
に
対

応
い
た
だ
き
部
の
活
動
を
維
持

で
き
た
こ
と
は
万
謝
に
堪
え
な

い
思
い
で
す
。

混
乱
の
中
に
あ
っ
て
も
、
こ

う
し
た
「
人
の
手
」
に
よ
る
学

生
へ
の
お
力
添
え
や
新
た
な
支

援
の
取
り
組
み
を
十
分
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
大
学
へ
の
感

謝
は
日
増
し
に
強
く
な
っ
て
い

ま
す
。
私
も
本
校
の
学
生
に
寄

与
で
き
る
よ
う
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て

明
治
大
学
を
盛
り
立
て
る
一
助

と
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�

（
政
治
経
済
学
部
４
年
）

寄稿・投稿

編
集
後
記

編
集
後
記

（
明
治
大
学
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

◆
和
泉
新
教
育
棟
の
名
称
が
決
定

＝
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
・
第
二
校
舎

南
側
に
現
在
建
設
中
の
和
泉
キ
ャ

ン
パ
ス
新
教
育
棟
（
仮
称
）
の
名

称
が
こ
の
ほ
ど
、「
和
泉
ラ
ー
ニ

ン
グ
ス
ク
エ
ア
」
に
決
定
し
ま
し

た
。

　「
和
泉
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
」

は
、
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る

教
室
数
の
不
足
や
教
育
施
設
の
老

朽
化
、
さ
ら
に
は
社
会
の
激
し
い

変
化
に
対
応
し
、
総
合
的
な
知
の

基
盤
で
あ
る
「
教
養
教
育
」
を
展

開
す
る
場
の
創
出
を
目
的
と
し
て

計
画
。
本
学
140
周
年
記
念
事
業
の

目
玉
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
来
年
春
の
建
物
竣
工
に

向
け
て
順
調
に
建
設
が
進
み
、
6

月
現
在
、
基
礎
工
事
・
鉄
骨
建
方

駿
台
ア・ラ・カ
ル
ト

駿
台
ア・ラ・カ
ル
ト

工
事
（
鉄
骨
の
搬
入
・
組
立
な
ど

の
工
事
）
が
完
了
。
今
後
、
外
装

と
内
装
な
ど
の
工
事
が
行
わ
れ
ま

す
。

◆
ラ
グ
ビ
ー
部
新
監
督
に
神
鳥
氏

が
就
任
＝
体
育
会
ラ
グ
ビ
ー
部
の

新
監
督
に
、
ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ
プ

リ
ー
グ
の
リ
コ
ー
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
ム

ズ
前
監
督
の
神
鳥
裕
之
氏

（
１
９
９
８
年
、
経
営
卒
）
が
6

月
1
日
付
で
就
任
し
ま
し
た
。
神





























劇
的
な
変
化
の
中
で

�

千　

田　

真　

道

鳥
新
監
督
は
6
月
4
日
の
記
者
会

見
で
「
明
治
大
学
ら
し
い
ワ
ク
ワ

ク
す
る
よ
う
な
ラ
グ
ビ
ー
を
見

せ
、
必
ず
日
本
一
が
取
れ
る
よ
う

な
チ
ー
ム
に
し
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
会
報
へ
の
ご
意
見
、
ご
感

想
は
、
秋
田
県
支
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
会
員
コ
ー
ナ
ー
」

か
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。


